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１．はじめに  

 高含水比の火山灰質粘性土を用いた盛土の造成や浚渫土等の脱水，豪雨時に盛土内の水分の移動を制御し盛

土の被害を防ぐ防水工法等，さまざまな場面で不織布などのジオシンセティックス排水材が用いられている．

排水材を有効かつ経済的に機能させるためには，排水材の土中での通水性能を把握する必要がある．一方，三

軸圧縮試験装置は広く普及していることに加え，排水条件を容易に変えることが出来るため，これまでにもジ

オシンセティックス排水材の通水試験に利用されてきた 1)．また，さまざまな応力･ひずみ条件を供試体に与

えることができる三軸圧縮試験装置は，今後さまざまな条件下でのジオシンセティックス排水材の通水試験へ

の適用が期待される．そこで本研究ではそれらの基礎実験として，不織布を用い面内方向通水試験を実施し，

試験結果に及ぼす要因について検討を行った． 

２．試験方法 

 図-1 に通水試験装置の概略図を示す．試験片は，ポリエス

テル長繊維不織布を用い，通水試験用に改良したペデスタルに

よって固定した．粘土試料は笠岡粘性土を用いた．笠岡粘性土

はシルト分を含む粘性土で，土粒子密度，液性限界，塑性限界

はそれぞれ 2.70g/cm3，60.8，30.5である．笠岡粘性土を 100kPa

で圧密して作成した再構成試料(含水比 48.2%)，および乾燥試

料に水を加え練り返した試料(含水比 57.8%)を用いた．試験用

水は脱気蒸留水を使用した．高さ 100mm，直径 50mm の円柱

形の粘土試料の間にあらかじめ試験用水に浸しておいた不織

布を挟み，メンブレンで被い，側圧(50，75，100，150kPa) を

載荷した．リザーバータンクと排水口との水頭差(動水勾配各 0.2，0.4，0.8，1.0)によって不織布中を通水させ 

た．動水勾配を変化させる毎に 5分間予備通水させ，その後通水量を計測した． 

３．結果と考察 

 通水性能 θ(m2/s)は単位時間，単位供試体幅あたりの通水量であり次の式で定義する． 

 

              (1)    

 

ここに，Q は通水量(m3)，t は通水時間(s)，W，L はそれぞれ供試体幅，通水方向の供試体長さ(m)，h は水

頭差(m)である．また，h / Lは動水勾配 iを表している．  

3.1 粘土試料の作成方法の違いによる比較 

再構成試料および練り返し試料で不織布を挟み通水試験を実施した結果を図-2 に示す．図より，拘束圧の

増加に伴い通水性能が減少しており，これまでの研究 1),2)と同様の傾向が見られた．これは拘束圧によって不 
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図-1 試験装置概略図 
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図-2 粘土試料の違いによる影響 

0.0E+0

2.0E-7

4.0E-7

6.0E-7

8.0E-7

1.0E-6

1.2E-6

1.4E-6

1.6E-6

1.8E-6

0 50 100 150

拘束圧 P[kPa]

通
水
性
能
 θ
[m
2
/
s]

i=1.2

i=2.4

i=3.6

i=1.2

i=2.4

i=3.6

不織布のみ

再構成＋不織布

 

図-3 粘土試料の有無による影響 
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図-4 圧密による影響 

 

織布が圧縮され通水断面積が減少したためと考えられる．また，再構成試料と練り返し試料を用いた際の通水

性能に大きな差がみられたが，これは練り返し試料が再構成試料と比較し多くの土粒子が不織布に食い込み，

通水を阻害したためと考えられる．両試料とも各動水勾配によって得られる通水性能の差は小さいが，動水勾

配が 0.2の場合のみ通水性能が低下しており，小さい動水勾配では水中の気泡や土粒子の食い込み等，通水性

能が変化する要因の影響を受けやすいと考えられる． 

3.2 粘土試料の有無・動水勾配の変化の比較 

動水勾配を 1.2，2.4，3.6 と増加させて，再構成試料で不織布を挟んだ場合，および不織布のみで実施した

結果を図-3 に示す．粘土試料で不織布を挟み通水することで，通水性能は不織布のみの場合と比較し低下し

ているが，これは土粒子の食い込み等の影響によると考えられる．また再構成試料で不織布を挟んだ場合につ

いて図-2 と比較すると，動水勾配の変化によって通水性能は大きく変化しておらず，動水勾配 1.2～3.6 程度

でも同程度の試験結果が得られた． 

3.3 圧密による影響 

3.1で述べた，再構成試料で不織布を挟み通水試験を実施した結果と，同じ粘土試料を拘束圧 150kPaで 24

時間圧密し，その後通水試験を実施した結果の比較を図-4に示す．図より，24時間圧密した後の通水性能が

大きく低下しているが，圧密により土粒子の不織布への食い込みが進行したためだと考えられる．より有効な

排水材の適用においては，実現場で要求される通水性能と，施工後に時間とともに低下する通水性能を考慮す

ることが重要であると考えられる． 

４．まとめ  

1)拘束圧の増加により不織布の通水断面積は減少し，それに伴って通水性能も低下する． 

2)粘土試料を用いて通水すると土粒子の食い込み等により通水性能は低下する．また通水性能の動水勾配の依

存性は低く，動水勾配 1.2～3.6程度でも同程度の試験結果が得られた．  

3)より有効な排水材の適用においては，要求される通水性能と，施工後に時間とともに低下する通水性能を考

慮することが重要である． 
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